
別記
　　　　 第１号様式（第14条関係）

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

事業活動に伴う環境への影響を的確に把握し、省資源・省エネルギー活動
等を適切に推進します。また、環境関連の法律、規制、協定を遵守し、継
続的改善に努めます。環境問題の重要性を理解・認識して行動できるよう
に教育啓発活動を行います。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

2件の法規制違反と、1件の工場排水社外漏洩を認めた。
なお、これら3件は速やかに再発防止措置を完了している。
・アルコール採取量の上限逸脱
・工場敷地境界線上における夜間騒音測定値の逸脱
・排水処理施設 傾斜スクリーンからの工場排水の社外側溝への流出

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

省エネルギーの推進：7部門で13件省エネ施策を立案し、内11件が目標達
成、省資源化の推進：全部門遅滞なく配管漏れを修繕した、廃棄物の適正
分別：各部門が「分別廃棄確認表」を用いて毎週確認を実施し適正分別を
継続、CO2排出量の削減：LED , 冷凍機更新等により、2023年に対して原
単位で9%の削減を達成した。

基 本 方 針

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

EMSの運用は適切に機能していると判断するが、生産トラブルや逸脱など
に起因する廃棄は、廃棄物量の増加に加えて、エネルギーや人･モノ・場
所などの資源の無駄にもなるため、環境の観点からも最小限とするよう取
り組んでいただきたい。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況 下記の取組の成果及び当該成果に対する評価欄に記載

環境マネジメントシステム導入報告書

環境マニュアル JIS Q14001：2015/ISO 14001：2015

氏名（法人にあっては、名称及び代表者名）

（宛先） 京都府知事

導 入 年 月 日

認 証 番 号

・省エネルギー施策を立案し実行する
・省資源化を推進する
・分別廃棄の徹底を継続し適切に分別、保管する
・生産性改善によりCO2排出量を削減する

アリナミンファーマテック株式会社
　             代表取締役社長CEO　井上　謙二

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

省エネルギーの推進：冷凍機の更新、居室照明LED導入(一部)
省資源化の推進：上水、蒸気、圧空の配管漏れを定期的に点検
廃棄物の適正分別：「分別廃棄確認表」および「ストックヤード分別廃棄
状況確認表」に基づく確認
CO2排出量の削減：冷凍機更新等によるCO2排出量のを削減

　０７ＥＲ－６７４

　　平成19　年　11月　16日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

適 用 範 囲

　　2025年7月31日

ｱﾘﾅﾐﾝﾌｧｰﾏﾃｯｸ株式会社でのあらゆる活動、製品及びサービス

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

京都府福知山市長田野町二丁目２１番地

電話番号： (0773)27-5421


